
 

 

 

 

 昨年度より、学校と家庭・地域とが一体とな

って学校運営に取り組むことを目指したコミュ

ニティ・スクール（学校運営協議会制度）がス

タートし、今年度２年目になります。 

その第一回学校運営協議会が、６月７日（水）

に、新庄中学校校長室にて開催されました。今

年度２名の新規委員を迎え、９名の委員でスタ

ートしました。 

 

 

今回の主な内容は、新規委員の任命及び自己紹介、令和５

年度の学校経営方針の確認でした。 

特に、令和５年度学校経営方針では、アフターコロナの中

で、地域に出向く活動を充実させること、ふるさと学習とし

て１学年「総合的な学習の時間」で、２年後の２０２５年に

迎える「新庄開府４００年」に合わせた事業とタイアップし、

これまで受け継がれてきた想いを解き明かしながら、人とつ

ながりの探究を進めることや、３年ぶりに３学年の職業体験

を２日間実施することを、委員の皆様から承認、協力体制について助言いただきました。 

また、部活動について今後の方針など説明し確認いたしました。委員の方からは、「部活

動の地域移行に伴い、クラブ化が進んだ場合の費用負担の在り方」「中学校からスポーツを

始めるハードルが高くなってしまうのでは」「楽しくスポーツに取り組む受け皿の体制づく

りが必要では」など、様々なご心配のご意見をいただきました。また、合唱指導での地域に

よる協力の提案などもいただきました。 

 

 今後も、生徒のためにより良い意見交換をしていき、「地域とともにある学校づくり」「学

校を核とした地域づくり」を実現できるようにしてまいります。 
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